
○
吉
村
慶
一
議
員
（
勤
続
30
年
以
上
）

　

昭
和
30
年
生
ま
れ
。
当
選
８
回
。
無

所
属
。
建
設
水
道
常
任
委
員
会
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴

任
。
南
矢
名
在
住

○
風
間
正
子
議
員
（
勤
続
30
年
以
上
）

　

昭
和
21
年
生
ま
れ
。
当
選
８
回
。
市

政
会
。
議
長
、
副
議
長
、
文
教
福
祉
常

任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
渋
沢

三
丁
目
在
住

○
相
原
　
學
議
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

　

昭
和
22
年
生
ま
れ
。
当
選
３
回
。
は

だ
の
清
流
ク
ラ
ブ
。
議
長
、
副
議
長
、

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

菩
提
在
住

は
だ
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
条
例
を
制
定

は
だ
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
条
例
を
制
定

第2回（6月）
定例月会議

　

令
和
８
年
６
月
４
日
か
ら
23
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
た
第
２
回
（
６
月
）
定
例
月
会
議
の
審
議
結
果
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

令和8年（2026年）8月9日（日）
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第261号

秦野市議会

議
案
第
30
号
　
は
だ
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ

ッ
ジ
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
主
な
内
容

　

市
民
の
健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
渋
沢
丘

陵
の
魅
力
向
上
を
図
る
た
め
、
は
だ
の

ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
管
理
お
よ
び
運
営
の
基
準
を
定

め
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

利
用
で
き
る
曜
日
や
時
間
帯
が
限
ら

れ
て
お
り
、
市
民
の
利
便
性
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

本
施
設
は
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
多
額
の
資
金
を
投
じ
て

整
備
し
、
市
へ
寄
付
さ
れ
る
こ
と
で
市

民
も
利
用
で
き
る
施
設
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
市
と
し
て
も
有
益
な
案
件
で
あ

る
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
35
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

▼
主
な
内
容

　

は
だ
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
の
設
置

に
伴
い
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
指
定

管
理
者
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

指
定
管
理
期
間
が
30
年
と
長
期
で
、

は
だ
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
設
置
に
向
け
た

条
例
の
制
定
と
指
定
管
理
者
を
指
定

はだのスポーツビレッジ

『夏空と水無川（庁舎前人道橋）』

議

案

審

議

○
高
橋
文
雄
議
員
（
勤
続
45
年
以
上
）

　

昭
和
９
年
生
ま
れ
。
当
選
12
回
。
は

だ
の
清
流
ク
ラ
ブ
。
議
長
（
２
回
）
、

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

大
秦
町
在
住

　

令
和
８
年
５
月
27
日
の
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
高
橋

文
雄
議
員
が
勤
続
45
年
以
上
、
吉
村
慶
一
議
員
と
風
間
正
子
議
員
が
勤
続
30

年
以
上
、
相
原
學
議
員
が
勤
続
10
年
以
上
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

（
掲
載
は
、
勤
続
年
数
・
議
席
順
）

永
年
勤
続
議
員
表
彰

高橋文雄議員

風間正子議員相原　學議員

吉村慶一議員

◆議案審議  1・3面
◆陳情・意見書 2面
◆一般質問 4・5・6面
◆所管事務調査 7面
◆議決結果一覧表 8面

主 な 内 容

こちらからも
アクセスできます

公
共
性
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
、
利

用
者
・
地
域
へ
の
影
響
に
懸
念
が
あ
る

た
め
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

詳しくは
こちら

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/index.html
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/teireikai-rinjikai/2/16_1/13553.html


令和８年９月第３回定例月会議で審査する請願・陳情の提出期限は、
令和８年８月20日（木）午後５時までです。

はだの議会だより 令和 8年（2026 年）8 月9日（日）  第 261号〘2〙

相原　學議長

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
陳
情
は

趣
旨
了
承

教
職
員
定
数
の
改
善
な
ど
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出

公
立
中
学
校
の
平
和
教
育
お
よ
び
校
外
学
習
の

政
治
的
中
立
性
な
ど
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

司
法
修
習
生
採
用
選
考
審
査
基
準
に

国
籍
条
項
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

令
８
陳
情
第
２
号　
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

▼
願　
意

　

令
和
９
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財

政
の
検
討
に
当
た
り
、
増
大
す
る
行
政

令
８
陳
情
第
４
号　
子
ど
も
た
ち
に
豊

か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
教
職

員
定
数
改
善
と
教
育
予
算
の
増
額
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
を
求
め
る
陳
情
書

▼
願　
意

　

中
学
校
35
人
学
級
の
確
実
な
実
施
と

小
学
校
30
人
以
下
学
級
の
実
現
、
教
職

員
定
数
の
改
善
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
の
配
置
拡
充
、
地
方
財
政
の

確
保
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

国
負
担
割
合
（
２
分
の
１
）
の
復
元
を

求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
ほ
し

い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見
　
少
人
数
学
級
の
推
進
、
不
登
校

児
童
・
生
徒
な
ど
に
向
き
合
う
ス
ク
ー

令
８
陳
情
第
５
号　
「
司
法
修
習
生
採

用
選
考
審
査
基
準
」
に
国
籍
条
項
を
設

け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情
書

▼
願　
意

　

外
国
籍
保
有
者
が
司
法
修
習
生
に
な

れ
る
こ
と
は
、
国
家
安
全
保
障
上
の
重

大
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
司
法
修
習
生

採
用
選
考
審
査
基
準
に
国
籍
条
項
を
設

け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提

出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

令
８
陳
情
第
３
号　
公
立
中
学
校
に
お

け
る
平
和
教
育
及
び
校
外
学
習
の
政
治

的
中
立
性
と
安
全
確
保
を
求
め
る
陳
情

書▼
願　
意

　

平
和
教
育
は
、
結
論
あ
り
き
の
指
導

を
避
け
、
事
実
に
基
づ
く
政
治
的
中
立

性
の
も
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
発
達
段

階
に
応
じ
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、

自
ら
公
正
に
判
断
す
る
力
を
育
む
こ
と
。

ま
た
、
校
外
学
習
で
は
、
生
徒
や
保
護

者
へ
の
十
分
な
説
明
と
学
校
主
体
の
安

全
確
保
を
徹
底
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

▼
付
託
委
員
会

需
要
に
対
応
し
た
財
源
確
保
を
念
頭
に
、

よ
り
積
極
的
な
地
方
財
政
の
確
立
を
求

め
る
た
め
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
お
よ
び
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
拡
充
と
常

勤
化
は
、
安
定
し
た
支
援
体
制
を
確
立

す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
現

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見
　
検
察
官
と
裁
判
官
に
は
従
前
か

ら
日
本
国
籍
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

司
法
修
習
生
採
用
選
考
審
査
基
準
に
国

籍
条
項
を
設
け
る
こ
と
は
、
外
国
籍
保

有
者
の
弁
護
士
へ
の
道
を
閉
ざ
す
た
め
、

人
権
や
平
等
、
司
法
の
多
様
性
の
観
点

か
ら
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見
　
公
立
中
学
校
に
お
け
る
平
和
教

育
の
政
治
的
中
立
性
の
確
保
と
、
修
学

旅
行
・
校
外
学
習
の
安
全
管
理
の
徹
底

は
、
本
市
で
既
に
対
応
で
き
て
い
る
事

項
で
あ
る
。
ま
た
、
保
護
者
視
点
の
政

治
的
中
立
性
と
い
う
表
現
は
曖
昧
で
、

特
定
の
政
治
的
立
場
や
価
値
観
の
強
要

に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
不

採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

陳
情
・
意
見
書

　政務活動費は、議員の調査研究その他の活動を行う経費の一部と
して交付されます。本市では、会派または議員に対して、一人当た
り年額 42万円（月額 35,000 円）を交付しています。

※残額は市に返還されます。
※伊藤大輔議員が令和８年１月18日付けで辞職。
※ 令和８年２月６日付けで、今井実議員、高橋文雄議員、
相原學議員が志政会を退会し、はだの清流クラブを結成。

収支報告書など、
詳細はこちらから
　　　アクセス➡

政務活動費の収支をお知らせします

令和７年度（令和７年４月１日～令和８年３月31日）
会派等 交付額（円） 執行額（円） 執行率

市民創和会（旧創和会・市民クラブ） ２,940,000 ２,227,874 76％
市政会（旧志政会） ２,835,000 ２,154,649 76％
ともにつくる秦野 １,680,000 １,514,318 90％

公明党 １,260,000 991,500 79％
はだの清流クラブ 105,000 28,864 27％
吉村慶一議員 420,000 420,000 100％
伊藤大輔議員 350,000 250,112 71％
石川潤議員 420,000 284,995 68％
合　　　計 10,010,000 ７,872,312 79％

こ
の
陳
情
を
受
け
て
、
次
の
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

在
の
教
育
現
場
に
必
要
な
教
職
員
定
数

の
見
直
し
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
に
も
、
採
択
す
べ
き
で
あ

る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採
択
（
賛
成
多
数
）

詳しくはこちら

請願・陳情の提出
　請願・陳情とは、市民の皆さまが市政に関する要望や意見を議会に伝える
ための制度です。審査は、原則として所管する委員会に付託し、最終的に本
会議で結論を出します。（請願には紹介議員（1人以上）が必要です。）

　請願（陳情）者には審査結果をお知らせするとともに、採択された場合は国
（国会・関係行政庁）、県知事などに意見書を送付します。

※ 郵送または電子申請による陳情書は、本会議の議題とせず、全議員へ配付の取り扱
いとなります。

●提出方法

詳しくは
こちら

市役所4階
議事政策課へ持参

〒257-8501
議事政策課へ郵送 電子申請

教職員定数改善と教育予算の増額、義務教育費
国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書

（中略）
　国においては、次の事項の実現に向け特段の措
置を講じられるよう要望するものである。

１ 　子どもたち一人ひとりの個性を尊重し、行き
届いた教育を実現するため、中学校３５人以下
学級を確実に推進するとともに、学級編制の標
準を更に引き下げ、３０人以下学級の実現を図
ること。

２ 　持続可能な学校運営体制を確立するため、
「乗ずる数」の見直し等を含めた検討を行い、
抜本的な教職員定数改善を進めること。

３ 　不登校児童・生徒を含む全ての子どもたちが
いつでも安心して学ぶ環境を整えるため、校内
教育支援センター支援員や専門性を有するスク
ールカウンセラー、スクールソーシャルワーカ
ーの配置を拡充し、常勤化を進めること。

４ 　教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、
地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制
度の負担割合を２分の１に復元すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書
を提出する。

　令和８年６月２３日 （以下 略）

19日（金） 秦野市交通安全協会第77回通常総会
20日（土） 秦野商工会議所女性会創立40周年記念式典
26日（金） 秦野市観光協会令和８年度通常総会
28日（日） 公募第56回秦野美術協会展表彰式

１日（水）  秦野警察署創立100周年・秦野地区警察官友の会
創立40周年記念式典及び祝賀会

10日（金） 全国市議会議長会第170回地方財政委員会
25日（土） 第12回全国女子中学生硬式野球選手権大会開会式
26日（日） はだのスポーツビレッジオープニングイベント
28日（火） ～ 29日（水）
 県央八市議会議長連絡協議会定例会・議長研修会

８日（土） 夏休み子ども議場見学会

議長公務（6月～8月）
より詳細な公務日程は、市議会ホーム
ページでも公開しています。

　各種式典や総会を通じて、地域を支える皆さまの熱意に触
れる機会をいただきました。これからも皆さまと一緒に活力
あるまちづくりに努めてまいります。

○６月

○７月

○８月

「マチイロ」で
議会だよりが読めます

スマートフォンやタブレット端
末で手軽に読めるアプリ「マチ
イロ」で、議会だよりを配信して
います。ぜひご利用ください。

※通信料は利用者
 　負担となります

ダウンロードは
こちらから！

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/seigan-chinjo/2/12844.html
https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/142115-u/offer/offerList_detail?tempSeq=129742
https://machiiro.town/
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/seigan-chinjo/2412.html
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/giin/2741.html
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/johokokai/1/index.html


物価高騰対策一覧
地域脱炭素推進
事業費
４,１２５万２千円

省エネ家電への買い換えに係る経
費の一部を支援

電子地域通貨
事業費
２億１,６４４万円

OMOTANコインを活用した「チ
ャージ即時ポイント付与キャンペ
ーン」、「ウェルカムキャンペー
ン」、「プレミアムポイントバッ
クキャンペーン」などを実施

水道事業会計
補助金
２億４,０００万円

令和８年３月から８月検針分で実
施している水道料金の減額を 10
月まで２か月間延長

はだの議会だより〘3〙令和 8年（2026 年）8月9日（日）  第 261号

令和８年６月時点の様子

議
案
第
36
号　
令
和
８
年
度
秦
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
主
な
内
容

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用

し
た
物
価
高
騰
対
策
の
実
施
な
ど
を
目

的
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
３
２

９
３
万
７
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

▼
修
正
動
議
の
提
出

　

吉
村
慶
一
議
員
・
石
川
潤
議
員
か
ら
、

地
域
脱
炭
素
推
進
事
業
費
お
よ
び
電
子

地
域
通
貨
事
業
費
を
削
除
す
る
補
正
予

算
修
正
動
議
が
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
【
原
案
に
賛
成
】

　

提
案
さ
れ
た
３
事
業
は
、
水
道
料
金

議
案
第
31
号　
秦
野
市
地
域
型
保
育
事

業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
主
な
内
容

　

国
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
み
な
し
保
育
士
の
対
象
に
理
学

療
法
士
な
ど
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童

に
対
す
る
保
育
士
な
ど
の
数
に
関
す
る

経
過
措
置
の
期
間
を
令
和
10
年
３
月
31

日
ま
で
と
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

議
案
第
37
号　
秦
野
市
教
育
委
員
会
教

育
長
の
選
任
に
つ
い
て

▼
主
な
内
容

　

佐
藤
直
樹
教
育
長
の
任
期
が
令
和
８

年
８
月
31
日
に
満
了
す
る
た
め
、
同
教

育
長
を
再
任
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

同
意
（
賛
成
全
員
）

議
案
第
32
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
主
な
内
容

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
の

更
新
と
、
そ
れ
に
伴
う
機
械
設
備
工
事
、

電
気
設
備
工
事
お
よ
び
建
築
工
事
を
行

う
た
め
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

議
案
第
33
号　
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て

▼
主
な
内
容

　

矢
坪
沢
水
路
整
備
工
事
（
第
３
工

区
）
に
お
い
て
、
道
路
を
横
断
す
る
水

路
構
造
物
の
布
設
工
を
追
加
す
る
こ
と

に
伴
い
、
請
負
契
約
金
額
を
増
額
変
更

す
る
も
の
。
変
更
後
の
契
約
金
額
は

25
億
８
３
３
１
万
４
８
０
０
円
（
変
更

前
の
契
約
金
額
か
ら
、
３
億
２
８
３

１
万
４
８
０
０
円
の
増
額
）
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

の
減
額
、
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
コ
イ
ン
を
活

用
し
た
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
省
エ
ネ

家
電
の
買
い
換
え
支
援
と
い
っ
た
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
や

事
業
者
の
負
担
軽
減
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

　
【
修
正
案
に
賛
成
】

　

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
コ
イ
ン
事
業
や
省
エ

ネ
家
電
の
買
い
換
え
支
援
は
、
限
ら
れ

た
一
部
の
市
民
の
み
恩
恵
を
受
け
る
も

の
で
あ
る
。
物
価
高
騰
対
策
の
た
め
の

交
付
金
は
、
本
来
、
低
所
得
者
へ
の
給

付
な
ど
に
充
て
る
べ
き
と
考
え
る
た
め
、

修
正
案
に
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

修
正
案
否
決（

賛
成
少
数
）

　
　
　
　
　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

物
価
高
騰
対
策
な
ど
に
係
る
補
正
予
算
を

可
決

地
域
型
保
育
事
業
の
設
備
お
よ
び
運
営
基
準

に
つ
い
て
の
条
例
を
一
部
改
正

佐
藤
直
樹
教
育
長

を
再
任

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
の
更
新
に

向
け
た
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決

矢
坪
沢
水
路
整
備
に
係
る
工
事
請
負
契
約
の

変
更
を
可
決

も
の
。
契
約
金
額
は
10
億
３
９
５
０
万

円
、
工
期
は
令
和
11
年
１
月
22
日
ま
で
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

請願・陳情の提出

傍　聴 録画中継

令和８年９月
第３回定例月会議日程

令和８年９月第３回定例月会議で審査する
請願・陳情の提出期限は、
令和８年
8月20日（木）までです。

次の定例月会議は、
令和８年
9月2日（水）～30日（水）

詳しい会期は６面下段をご覧ください。詳しい提出方法は２面中段をご覧ください。　

   本会議および委員会の傍聴ができます。

   本会議は、障害のある方や乳幼児を連れた方なども
傍聴しやすいように、車いす用のスペースや傍聴受付
横に別室も用意しています。定例月会議日程（６面下
段）をご確認のうえ、お越しください。

　請願・陳情は市政に関する要望や意見を議会に伝え
るための手段です。

   本会議のインターネット配信を行っています。

   生中継のほか、過去の録画中継もありますので、ご
都合にあわせてご覧ください。

佐藤直樹教育長

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/teireikai-rinjikai/2/16_1/13553.html
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/seigan-chinjo/2412.html


はだの議会だより 令和 8年（2026 年）8 月9日（日）  第 261号〘4〙

一般質問発言ワードランキング

※ウェルビーイング…心身の健康や人とのつながり、暮らしやすさなどを含めた、総合的に良い状態・幸せな状態。
※デザインビルド方式…建物の設計と施工を単一の事業者に一括して発注する建設手法。
※秦野ふるさと科（仮称）…自然や歴史、平和学習など、秦野ならではの学びを９年間系統立てて課題解決する本市独自のカリキュラム。

用語解説

　一般質問は、６月16日～18日の３日間で行われ、20人の議員が登壇しました。（４面から６面に掲載しています。）
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載。）

　なお、各議員の記事にある二次元コードを読み込むと、一般質問の動画を視聴できます。（通信費は利用者の負担となります。）
　※要望は「要」と掲載しています。

※定型表現を除外し、純粋な政策に関係するキーワードに絞って検索した結果となっています。

質 問

▲アンケート

公　園4 健　康5 部活動6

間地　　薫
（公明党）

健
康
で
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り　

問　
身
近
な
公
園
に
お
け
る
健
康
器
具
の
設

置
状
況
は
。

答　
１
８
４
公
園
の
う
ち
22
か
所
に
設
置
。

要　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
遊
具
更

新
時
に
は
市
民
へ
選
択
肢
の
提
示
を
。

問　
部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
と
指
導
者
は
。

答　
令
和
７
年
度
末
時
点
で
、
86
部
活
動
の

う
ち
84
％
に
着
手
し
て
い
る
。
指
導
者
は
、

東
海
大
学
・
地
域
・
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
の

連
携
に
よ
り
、
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
。

要　
は
だ
の
っ
子
の
笑
顔
と
成
長
の
た
め
に
、

魅
力
的
な
部
活
動
を
創
出
し
て
ほ
し
い
。

問　
若
者
支
援
は
、
本
人
や
家
族
と
の
つ
な

が
り
を
絶
や
さ
ず
、
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

小菅　基司
（市政会）

み
ら
い
の
学
び
舎
づ
く
り
の
推
進
を

問　
学
校
施
設
は
、
広
く
地
域
に
開
か
れ
、

学
校
以
外
の
機
能
の
複
合
化
を
前
提
と
し

て
い
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
民
間
の
力
を

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
学
校
整
備
に
お
い
て
有
効
な
手
法
の
一

つ
で
あ
る
※
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
な
ど

の
公
民
連
携
の
活
用
事
例
や
導
入
効
果
を

検
討
し
、
最
適
な
事
業
手
法
の
選
定
に
向

け
、
オ
ー
ル
秦
野
で
取
り
組
む
。

問　
今
後
、
学
校
施
設
と
し
て
の
役
割
を
終

え
る
広
畑
小
学
校
の
跡
地
活
用
の
考
え
は
。

答　
地
域
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
検
討
を
進
め
る
。

要　
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
集
う
地
域
の
拠
点
に
な
る
よ
う

全
庁
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

中村　英仁
（公明党）

郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
い
て

問　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
、

自
治
体
間
の
住
民
争
奪
が
激
化
し
て
い
る

が
、
人
口
の
奪
い
合
い
で
は
な
く
、
市
民

や
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
醸
成
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
小
・
中
学
校
に
お
け
る

ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
た
め

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推

進
を
掲
げ
、
※
秦
野
ふ
る
さ
と
科
（
仮

称
）
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
地
域

の
支
援
も
得
な
が
ら
ふ
る
さ
と
秦
野
の
魅

力
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特
色
あ

る
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

要　
郷
土
愛
の
醸
成
に
は
、
秦
野
を
知
っ
て

も
ら
う
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要
と
考

え
る
。
関
係
各
課
が
連
携
し
、
秦
野
が
大

好
き
な
は
だ
の
っ
子
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

原　　聡
（ともにつくる秦野）

未
来
へ
つ
な
ぐ
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

問　
貴
重
な
歴
史
資
料
や
文
化
財
を
ど
の
よ

う
に
未
来
へ
継
承
し
て
い
く
の
か
。

答　
歴
史
的
価
値
を
調
査
し
た
上
で
寄
贈
を

受
け
る
な
ど
、
資
料
の
散
逸
防
止
に
努
め
、

資
料
の
状
態
や
活
用
の
可
能
性
を
踏
ま
え

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
適
切
に

保
存
し
て
い
く
。

問　
市
道
71
号
線
に
お
け
る
通
学
路
の
歩
道

整
備
や
踏
切
の
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
未
整
備
区
間
の
整
備
や
踏
切
の
拡
幅
を

進
め
、
児
童
・
生
徒
だ
け
で
な
く
、
誰
も

が
安
全
に
通
行
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

配
慮
し
た
歩
行
空
間
の
確
保
を
図
る
。

　
　
ほ
か
、
消
防
団
に
つ
い
て
、
入
団
促
進

に
向
け
た
広
報
の
充
実
や
、
新
入
団
員
を

対
象
と
し
た
防
災
士
資
格
取
得
費
用
の
補

助
を
要
望
し
た
。

桑原　昌之
（ともにつくる秦野）

全
庁
で
２
０
３
０
次
期
学
習
指
導
要

領
改
訂
に
向
け
た
準
備
を

問　
次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
、
新

し
い
学
び
の
価
値
観
を
教
職
員
や
保
護
者
、

地
域
に
ど
う
浸
透
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の

※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
結
び
つ
け

る
の
か
。

答　
第
４
次
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

行
政
・
議
会
・
地
域
と
共
に
ワ
ン
チ
ー
ム

で
取
り
組
み
、
本
市
独
自
の
「
は
だ
の
メ

ソ
ッ
ド
」
と
国
の
方
針
を
融
合
さ
せ
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
「
秦
野
で
育
ち
学
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
新
た
な
学
び
舎

づ
く
り
を
目
指
す
。

要　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
自
治
会
、

商
店
会
な
ど
と
も
連
携
し
、
学
校
を
中
心

と
し
た
関
係
人
口
を
増
や
す
全
庁
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
進
め
て
ほ
し
い
。

横溝　泰世
（市民創和会）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い
て

要　
障
害
児
受
入
推
進
事
業
で
は
、
職
員
の

配
置
や
資
格
な
ど
に
基
づ
き
事
業
所
へ
運

営
補
助
が
さ
れ
て
い
る
。
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
学
童
保
育
の
た
め
に
、
職
員
の
研

修
機
会
の
確
保
や
資
格
取
得
に
向
け
た
環

境
づ
く
り
を
求
め
る
。

給
食
の
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に
つ
い
て

問　
遺
伝
子
組
み
換
え
は
技
術
開
発
の
一
方
、

安
全
性
の
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
安

全
性
の
調
査
・
確
認
、
ま
た
、
当
事
者
や

保
護
者
へ
の
報
告
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
メ
ー
カ
ー
へ
の
調
査
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
納
入
事
業
者
に
は
食
材
の
規
格
書

の
提
出
を
求
め
、
適
正
な
管
理
を
行
っ
て

い
る
。
保
護
者
な
ど
へ
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
規
格
書
や
基
準
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
に
努
め
る
。

石川　　潤
（無所属）

未
来
に
向
け
た
教
育
環
境
づ
く
り
を

問　
学
校
内
の
児
童
・
生
徒
用
更
衣
室
の
設

置
状
況
と
、
将
来
的
な
学
校
整
備
に
向
け

た
設
置
に
対
す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
転
用
可
能
な
部
屋
や
、
使
用
し
て
い
な

い
特
別
教
室
な
ど
を
更
衣
室
と
し
て
活
用

し
て
い
る
。
将
来
的
な
学
校
整
備
で
は
確

保
す
べ
き
部
屋
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
中
学
校
に
お
け
る
制
服
の
現
状
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
現
在
２
つ
の
中
学
校
が
自
由
化
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
男
女
の
区
別
な
く
着
用
可

能
な
制
服
を
導
入
し
た
学
校
が
あ
る
。

問　
か
な
ち
ゃ
ん
パ
ス
購
入
に
対
す
る
市
か

ら
の
補
助
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
は
。

答　
か
な
ち
ゃ
ん
パ
ス
購
入
へ
の
補
助
で
は

な
く
、
高
齢
者
の
外
出
を
後
押
し
す
る
移

動
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

吉村　慶一
（無所属）

移
動
図
書
館
た
ん
ざ
わ
号
の
復
活
を

問　
た
ん
ざ
わ
号
は
７
年
前
に
50
年
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
た
が
、
私
は
仲
間
と
と
も

に
６
年
間
、
社
会
実
験
と
し
て
軽
自
動
車

の
移
動
図
書
館
を
運
行
し
た
。
「
図
書
の

循
環
」
を
目
的
と
し
た
小
型
移
動
図
書
館

に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
図
書
を
資

源
回
収
の
一
品
目
と
し
、
幼
稚
園
な
ど
を

対
象
に
絵
本
の
移
動
図
書
館
や
宅
急
便
を

市
が
行
え
ば
、
多
く
の
子
ど
も
が
本
に
親

し
め
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
実
施
は
難
し
い
と
考
え
る
。
当
面
は
団

体
貸
出
に
力
を
入
れ
た
い
。

要　
団
体
貸
出
の
実
績
は
令
和
６
年
度
で
約

２
５
０
０
冊
と
聞
く
が
、
令
和
７
年
度
の

我
々
の
実
績
は
約
５
５
０
０
冊
で
あ
る
。

ま
ず
は
児
童
館
図
書
の
更
新
の
た
め
市
と

協
働
し
た
い
。
検
討
を
願
う
。

生成AIに
聞いてみた！

https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/142115-u/offer/offerList_detail?tempSeq=129742
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1836
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1827
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1830
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1832
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1831
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1826
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1828
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1833


〘5〙 はだの議会だより

一般質問発言ワードランキング

※グリーンインフラ…自然が持つさまざまな機能や仕組みをインフラ整備などに活用する取り組み。
※畦畔…田んぼや畑の周りを囲うように作られた盛り土部分のこと。

用語解説

　一般質問は、６月16日～18日の３日間で行われ、20人の議員が登壇しました。（４面から６面に掲載しています。）
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載。）

　なお、各議員の記事にある二次元コードを読み込むと、一般質問の動画を視聴できます。（通信費は利用者の負担となります。）
　※要望は「要」と掲載しています。

※定型表現を除外し、純粋な政策に関係するキーワードに絞って検索した結果となっています。

一 般

地　域1 学　校2 支　援3

風間　正子
（市政会）

大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

問　
上
智
大
学
短
期
大
学
部
閉
学
後
の
、
大

学
連
携
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
英
語
学
習
支
援
な
ど
は
他
の
学
生
や
団

体
の
協
力
を
得
て
継
続
を
検
討
し
つ
つ
、

新
た
な
連
携
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
く
。

市
民
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
組
に
つ
い
て

問　
朝
食
の
欠
食
は
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

増
加
に
も
つ
な
が
る
が
、
本
市
に
お
け
る

食
育
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
第
４
次
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
乳

幼
児
期
か
ら
発
育
段
階
に
応
じ
た
食
育
を

進
め
る
と
と
も
に
、
講
演
会
な
ど
を
通
じ

て
保
護
者
へ
の
啓
発
を
行
い
、
規
則
正
し

い
食
習
慣
の
定
着
を
支
援
し
て
い
く
。

要　
親
子
で
食
を
学
ぶ
機
会
の
充
実
を
。

　
　
ほ
か
、
曽
屋
水
道
記
念
公
園
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
魅
力
発
信
を
要
望
し
た
。

阿蘇　佳一
（市民創和会）

虐
待
・
薬
物
・
災
害
か
ら
命
を
守
る
対
応
を

問　
県
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
８
７
８
４

件
、
大
麻
摘
発
件
数
６
８
３
２
人
、
う
ち

中
学
生
28
人
、
高
校
生
３
５
０
人
。
闇
バ

イ
ト
で
は
高
校
生
が
69
歳
の
貴
い
命
を
奪

っ
た
が
、
命
を
守
る
取
り
組
み
は
。

答　
薬
物
防
止
教
育
の
推
進
や
、
警
察
署
の

協
力
に
よ
る
非
行
防
止
教
室
を
開
催
予
定
。

問　
飲
食
料
品
の
値
上
げ
が
１
万
品
目
を
超

え
る
見
通
し
だ
が
、
支
援
策
は
。

答　
水
道
料
金
の
減
額
、
省
エ
ネ
家
電
へ
の

買
い
換
え
、
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
コ
イ
ン
の
利

用
促
進
支
援
を
行
う
。

問　
令
和
６
年
の
台
風
第
10
号
の
被
害
を
踏

ま
え
、
鶴
巻
温
泉
駅
や
東
海
大
学
前
駅
周

辺
の
対
応
状
況
は
ど
う
か
。

答　
み
ん
な
で
つ
く
る
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
を
実
施
。

小山田　良弘
（市民創和会）

富
士
山
噴
火
の
対
策
に
つ
い
て

問　
市
地
域
防
災
計
画
へ
の
反
映
と
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
策
定
状
況
は
。

答　
計
画
に
は
火
山
災
害
対
策
と
し
て
降
灰

時
の
応
急
対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
国
な
ど
の
検
討
を
注
視

し
、
反
映
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

要　
今
こ
そ
市
が
先
頭
に
立
ち
、
市
民
が
パ

ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
生
活
防
衛
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
避
難
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
構
築
を
。

渋
沢
丘
陵
及
び
周
辺
道
路
に
つ
い
て

要　
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事
業

化
を
目
指
し
て
こ
れ
ま
で
要
望
活
動
を
行

っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
関
連
す
る
渋

沢
小
原
線
と
と
も
に
、
国
や
県
に
対
し
、

ど
う
し
た
ら
両
方
の
路
線
が
早
く
開
通
で

き
る
の
か
を
考
え
た
効
果
的
で
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

八尋　伸二
（市民創和会）

市
内
の
屋
外
ヤ
ー
ド（
資
材
置
場
）の

状
況
に
つ
い
て

問　
昨
今
、
全
国
的
に
屋
外
ヤ
ー
ド
の
ト
ラ

ブ
ル
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
も

懸
念
さ
れ
る
が
、
「
秦
野
市
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
の
建
て
付
け
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
建
築
工
事
を
伴
わ
な
い
土
地
利
用
に
つ

い
て
、
敷
地
面
積
が
５
０
０
平
方
㍍
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
許
可
が
必
要
だ
が
、
未

満
だ
と
許
可
は
必
要
な
い
。

問　
政
府
は
、
屋
外
ヤ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
か
。

答　
政
府
は
規
制
を
か
け
る
た
め
、
「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
国
会
に
提

出
し
、
現
在
審
議
中
で
あ
る
。

要　
国
の
法
整
備
が
遅
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

本
市
と
し
て
何
ら
か
の
検
討
を
望
む
。

高橋　文雄
（はだの清流クラブ）

畦け
い
は
ん畔
の
管
理
に
つ
い
て

問　
平
成
12
年
か
ら
５
年
間
か
け
て
国
有
※

畦
畔
の
無
償
譲
渡
が
進
め
ら
れ
た
が
、
現

在
、
畦
畔
は
ど
の
よ
う
な
体
制
で
維
持
管

理
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
公
共
物
に
付
随
す
る
畦
畔
は
、
管
理
者

で
あ
る
国
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
所
有
し
、

機
能
管
理
も
行
っ
て
い
る
。
農
地
畦
畔
お

よ
び
分
譲
地
な
ど
に
接
す
る
畦
畔
は
国
が

所
有
し
、
農
地
所
有
者
や
住
宅
所
有
者
が

日
常
的
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

要　
市
道
に
面
し
た
畦
畔
は
、
国
有
と
市
有

が
混
在
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
管
理
者

が
分
か
り
に
く
い
。
市
有
畦
畔
の
場
所
を

分
か
り
や
す
く
示
し
、
市
民
へ
丁
寧
に
説

明
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
　
ほ
か
、
下
水
汚
泥
の
有
効
活
用
、
水
産

物
の
陸
上
養
殖
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

福森　真司
（市民創和会）

市
民
を
犯
罪
か
ら
守
る
対
策
を

問　
闇
バ
イ
ト
や
薬
物
汚
染
の
抑
止
啓
発
、

地
域
防
犯
体
制
の
強
化
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
や
犯
罪
防
止

教
室
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
た
啓
発
を
行
う
こ
と
で
、

未
然
防
止
に
努
め
る
。
ま
た
、
民
間
団
体

の
専
門
性
を
生
か
し
た
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
、
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
。

要　
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
・
加
害
者
に
な

ら
な
い
た
め
の
防
止
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
警
察
な
ど
と

の
パ
イ
プ
を
太
く
し
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
迅
速
に
推
進
し
て
ほ
し
い
。

　
　
ほ
か
、
林
野
火
災
の
検
証
と
今
後
の
防

火
体
制
の
強
化
、
水
道
管
の
漏
水
・
老
朽

化
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
、
関
係
団
体
と

の
連
携
強
化
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
た
。

横山　むらさき
（公明党）

命
を
守
る
対
策
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を

問　
各
地
の
震
災
で
家
屋
の
損
壊
に
よ
る
犠

牲
者
は
４
割
と
高
く
、
旧
耐
震
家
屋
の
早

期
耐
震
化
が
望
ま
れ
る
が
、
推
進
状
況
は
。

答　
耐
震
化
率
を
令
和
12
年
度
末
ま
で
に
95

％
と
す
る
目
標
で
あ
り
、
耐
震
化
の
啓
発

に
努
め
、
補
助
金
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

要　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
も
補
助
対
象

と
し
、
委
任
払
い
制
度
の
導
入
を
求
め
る
。

問　
今
夏
も
酷
暑
日
の
頻
発
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
熱
中
症
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
の
、

高
齢
者
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
や
独
居
高
齢
者
へ
の
対
応
は
。

答　
エ
ア
コ
ン
設
置
や
利
用
情
報
の
周
知
に

努
め
る
。
ま
た
、
高
齢
者
向
け
の
緊
急
通

報
装
置
の
利
用
に
加
え
、
安
否
確
認
用
の

人
感
セ
ン
サ
ー
の
設
置
も
推
奨
し
て
い
く
。

古木　勝久
（ともにつくる秦野）

農
業
振
興
の
た
め
の
鳥
獣
被
害
対
策
を

問　
鳥
獣
被
害
対
策
で
は
公
の
役
割
を
明
確

化
す
る
た
め
に
、
専
門
的
な
職
員
や
ガ
バ

メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
配
置
を
急
ぐ
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答　
人
材
や
財
源
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、

委
託
や
Ｊ
Ａ
は
だ
の
、
専
門
家
な
ど
の
協

力
を
得
て
最
適
な
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
４
月
13
日
に
本
市
と
県
警
が
共
催
し
、

猟
友
会
な
ど
が
参
加
し
て
実
施
し
た
緊
急

銃
猟
訓
練
は
、
国
の
緊
急
銃
猟
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
い
、
平
時
の
机
上
訓
練
や
研
修
、

住
民
へ
の
注
意
喚
起
を
一
体
的
に
行
う
べ

き
だ
っ
た
と
思
う
が
、
今
後
の
対
策
は
。

答　
早
期
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
進
め
、

適
切
な
体
制
を
整
え
て
い
く
。

　
　
ほ
か
、
震
生
湖
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、

※
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
導
入
を
要
望
し
た
。

生成AIに
聞いてみた！

https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1822
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1837
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1824
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1838
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1820
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1835
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1839
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1834


議会だよりの感想、
お待ちしています 「声」の議会だより、

配信しています

会議録、
公開しています 議会の話、

出前します
秦野市議会
からの
お知らせ

はだの議会だより 令和 8年（2026 年）8 月9日（日）  第 261号〘6〙

一般質問は４面から５面にも掲載しています。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載。）

※要望は「要」と記載しています。

一 般 質 問
（つづき）

中村　知也
（市政会）

出
生
減
と
死
亡
増
に
歯
止
め
を

問　
出
生
数
は
平
成
22
年
の
１
２
６
０
人
か

ら
令
和
７
年
６
５
２
人
へ
激
減
し
て
い
る
。

死
亡
数
は
１
２
９
６
人
か
ら
１
９
９
６
人

へ
増
え
、
特
に
２
年
以
降
急
増
し
、
高
齢

化
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
社
会
増
で

も
自
然
減
が
上
回
れ
ば
総
人
口
は
減
り
、

活
力
は
失
わ
れ
る
。
予
防
に
積
極
的
な
自

治
体
で
は
死
亡
率
の
上
昇
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
。
特
に
若
い
世
代
の

健
康
づ
く
り
を
ど
う
強
化
す
る
か
。

答　
第
５
期
健
康
増
進
計
画
で
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
別
に
推
進
し
、
未
病
セ
ン
タ
ー
で
青

壮
年
期
も
対
象
に
取
り
組
む
。

要　
健
康
増
進
を
人
口
減
少
対
策
の
中
核
に

位
置
付
け
、
※
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
と
未
病
改
善
を
一
体
的
に
本
市
独
自
の

施
策
と
し
て
推
進
・
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
。

大塚　　毅
（市民創和会）

秦
野
市
長
選
挙
と
投
票
環
境
に
つ
い
て

問　
有
権
者
宅
か
ら
各
投
票
所
ま
で
の
距
離

と
駐
車
場
の
有
無
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
距
離
は
３
㌔
㍍
未
満
、
駐
車
場
は
37
か

所
中
24
か
所
に
設
置
し
て
い
る
。

問　
秦
野
市
長
選
に
お
い
て
、
期
日
前
投
票

は
全
体
の
34
％
を
占
め
て
い
る
。
投
票
所

を
各
駅
前
連
絡
所
へ
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　
衆
院
選
で
も
全
体
の
48
％
を
占
め
、
投

票
環
境
の
充
実
は
重
要
と
考
え
る
。
ま
ず

は
既
存
の
投
票
所
を
基
本
に
、
生
活
動
線

付
近
で
の
期
日
前
利
用
の
周
知
に
努
め
る
。

要　
電
子
投
票
、
共
通
投
票
所
、
移
動
投
票

所
、
軒
先
投
票
な
ど
多
く
の
先
進
事
例
が

あ
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
効
果
検
証

し
、
個
々
の
事
象
を
積
み
上
げ
て
ほ
し
い
。

　
　
ほ
か
、
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
コ
イ
ン
の
収
支

予
測
と
事
業
評
価
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

田中　めぐみ
（ともにつくる秦野）

子
育
て
世
帯
の
就
労
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
、
子
ど
も
の

生
活
に
親
が
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
柔
軟

な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
こ
と
が
幸
せ
な

子
育
て
と
考
え
る
。
本
市
が
行
う
子
育
て

世
帯
就
職
相
談
会
と
併
せ
て
、
厚
生
労
働

省
が
行
う
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
の
認
定

制
度
で
あ
る
「
く
る
み
ん
認
定
」
の
申
請

を
推
進
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
し
て
、
「
く

る
み
ん
認
定
」
の
取
得
に
取
り
組
む
企
業

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
認
定
企
業
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

要　
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
た
め
、
周
知

す
る
こ
と
で
市
内
の
人
手
不
足
の
企
業
と

働
き
た
い
子
育
て
世
帯
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

大野　祐司
（市民創和会）

事
務
事
業
実
施
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
効
性
に
つ
い
て

問　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
際
に
、
プ

ロ
セ
ス
や
論
理
的
整
合
性
レ
ベ
ル
の
属
人

化
を
防
ぐ
た
め
、
行
政
運
営
に
お
け
る
サ

イ
ク
ル
や
評
価
指
標
基
準
の
標
準
化
が
可

能
に
な
る
よ
う
な
、
全
庁
的
な
事
務
事
業

の
統
一
的
手
法
の
導
入
や
、
ツ
ー
ル
を
活

用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
の

活
用
は
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
先
進
自
治
体
の
事
例
や
費
用
対
効

果
、
運
用
面
の
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
全

庁
的
な
進
行
管
理
や
評
価
の
標
準
化
に
資

す
る
手
法
や
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
実
情
に

応
じ
て
活
用
可
能
な
も
の
か
ら
段
階
的
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

日 月 火 水 木 金 土
8/30 31 1 2 3 4 5

開議・
提案説明
9：00～

議案審議
9：00～

6 7 8 9 10 11 12
予算決算
常任委員会
（R7決算・総括・歳入）
9：00～

予算決算
常任委員会
（R7決算・総務）
9：00～

予算決算
常任委員会
（R7決算・文教福祉）
9：00～

予算決算
常任委員会
（R7決算・環境都市）
9：00～

13 14 15 16 17 18 19
総務
常任委員会
9：30～

文教福祉
常任委員会
9：30～

環境都市
常任委員会
9：30～

議会
運営委員会
9：30～

一般質問
9：00～

20 21 22 23 24 25 26
一般質問
9：00～

27 28 29 30 10/1 2 3
予算決算常任委員会
委員長報告・議案審
議・散会
9：20～

※朱書は本会議場で行われるものです。会議の日程、時刻は変更することがあります。

第３回（９月）定例月会議日程

※ プレコンセプションケア…性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正しい知識を持ち、妊娠・出産を含めたライフデザイン（将来設計）や将来の健康を考えて健康管理を行う
取り組み。

用語解説

　令和８年２月19日に市議会議員６人から、また、３月３日に市議会議
員２人から、中村知也議員のＳＮＳの投稿内容に対する調査請求書が提
出されました。
　「秦野市議会議員政治倫理審査会」における６回の審査結果を踏まえ、
６月23日に議長が中村知也議員に対し、次のとおり措置を行いました。

※詳しくは、市議会ホームページに掲載しています。

中村知也議員に辞職勧告

・自身のＳＮＳにおいて、特定の秦野市議会議員の実名を挙げ、推測
を前提とした動機や倫理性に踏み込んだ断罪的評価が含まれている点
について、政策論争の範囲を越え、議員間の人格的対立と受け止めら
れ得る内容を拡散させたこと

・自身のＳＮＳにおいて、特定の神奈川県議会議員を侮辱する内容の
書き込みを行い、公衆の閲覧に供したこと

＜措置内容＞
　２件の調査請求はいずれも、「市民全体の代表者とし
ての品位と名誉を損なうような一切の行為を慎む」と
いう政治倫理基準に違反する行為であると認定し、中
村知也議員に対して辞職勧告を行いました。

詳しくはこちら

２月 19日付けの調査請求内容

３月３日付けの調査請求内容

https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1821
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1823
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1825
https://hadano-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1829
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/giin/2611.html
https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/142115-u/offer/offerList_detail?tempSeq=129742
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/koho/1/index.html
https://www.city.hadano.kanagawa.dbsr.jp/index.php/
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/koho/1575.html


議会報編集委員より

編集委員を紹介します!!

今後も定例月会議以外の議会活動も皆さまに広く知ってもらうことができる議会だよりの作成を目指します。
左から、田中委員、大塚委員、間地委員
（はだのスポーツビレッジで撮影）

田中　めぐみ　委員 大塚　毅　委員 間地　薫　委員

市民の
皆さまへ
一言！

　子育て、自立、起業、さまざま
な人生の〝はじめの一歩〟に寄り
添います！

　みんなの「こうしたい！」をカタチ
にする「新しいアイデア」を集めて
います。

　「まぢかで行動あなたの声をカタ
チに！」日々精進してまいります。

はだの議会だより〘7〙令和 8年（2026 年）8月9日（日）  第 261号

所管事務調査 詳細の報告書は
こちらから➡

先進市の視察に
行ってきました！

①　広島県呉市　　スマートシティの推進

②　広島県竹原市　「ＡＬＬ竹原きらっと未来創造会議」の取組

③　岡山県倉敷市　倉敷市庁舎等再編整備事業

①　三重県桑名市　多世代交流施設「桑名福祉ヴィレッジ」

②　滋賀県野洲市　保育人材バンク運営事業・保育人材確保対策事業

③　滋賀県草津市　こども・若者計画に基づくこども若者支援施策

①　大阪府茨木市　茨木市文化・子育て複合施設「おにクル」

②　大阪府吹田市　江坂公園（Park-PFI）

③　兵庫県姫路市　ウォーカブル推進計画

総務常任委員会

文教福祉常任委員会

環境都市常任委員会

原　委員長

川口　委員長

横山　委員長

　岡山県倉敷市では、公共施設の複合化と防災拠
点の整備を視察しました。水害に備えた免震構造
や常設の災害対策本部室など、実践的な体制が印
象的であり、防災機能の強化と市民サービス向上
を両立する視点は、本市の施設再編時にも大いに
参考となるものでした。

　大阪府茨木市で視察させていただいた文化・子
育て複合施設「おにクル」では、100回を超える
対話で市民の皆さまと共に施設を創り上げた点に
感銘を受けました。現在検討中である本市の多世
代交流施設の整備でも、市民の皆さまが主体的に
関われる機会の創出が重要であると感じました。

　三重県桑名市では、民間企業のノウハウを生か
し、保育園や老人ホームなどを集約して地域全体
で支え合う多世代交流施設の仕組みを現地調査し
ました。世代を超えて誰もが安心して暮らせる温
かい居場所づくりを進める上で、大変学びの多い
視察となりました。

倉敷市の
災害対策本部

多世代交流施設
「桑名福祉ヴィレッジ」

文化・子育て複合施設
「おにクル」

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/gikaikatsudo/2_1/2/13871.html


◆次回の議会だより（令和8年11月中旬の日曜日発行予定）は、第３回（９月）定例月会議の概要などをお知らせします。

　６月定例月会議では、議案８件が原案可決、１件が同意、陳情１件が
採択となりました。
※�賛成全員または賛成なしの議案等を上段に、賛否が分かれた議案等を
下段に記載しています。

（資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）　

医療法人財団 青山会 みくるべ病院

標榜科：精神科・神経科・内科・歯科【２７６床】

◎依存症専門医療機関【アルコール依存・薬物依存】

※精神科往診対応（要相談）

住所：神奈川県秦野市三廻部９４８番地

電話：0463-88-0266 FAX：0463-87-3591

URL http：//www.bmk.or.jp/mikurube/

【 Sun‘s Gelato サンズジェラート】
◆住所：秦野市平沢477
◆電話： 0463-83-0303 
◆営業時間：４～10月－9：30～ 17 ：00

11～３月－9：30～ 16 ：00
◆定休日：毎月第２火曜日(７月・８月を除く)

12 /31 ～ 1/ 3

【はだのじばさんず】
◆住所：秦野市平沢477
◆電話： 0463-81-7707
◆営業時間：9：00～ 17：00
◆定休日：毎月第２火曜日(７月・８月を除く)

1/ 1～1 /3

秦野市農業協同組合

サンズジェラートJAはだの

広告 広告

区
分 番号 件　　　名 採決の結果

市
長
提
出
議
案
等

第31号 秦野市地域型保育事業の設備及び運営の基準を定める条例等の一部を改正することについて 可決

第32号 工事請負契約の締結について（保健福祉センター空調設備更新工事） 可決

第34号 動産の取得について（水槽付消防ポンプ自動車１台の購入） 可決

第37号 秦野市教育委員会教育長の選任について 同意

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当である
旨答申

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当である
旨答申

陳
情

令８陳情第２号 地方財政の充実・強化を求める意見書を国に提出することを求める陳情書 趣旨了承

令８陳情第３号 公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安全確保を求める陳情書 不採択

令８陳情第５号 「司法修習生採用選考審査基準」に国籍条項を設けることを求める意見書提出に関する陳情書 不採択

報告案件�
（12件）

一般会計継続費繰越計算書／一般会計繰越明許費繰越計算書／水道事業会計継続費繰越計算書／公共下水道事業会計継続費繰越計算書／
公共下水道事業会計予算繰越計算書／秦野市土地開発公社の経営状況／公益財団法人秦野市スポーツ協会の経営状況／専決処分の報告�
（工作物の設置管理瑕疵に係る損害賠償、交通事故に係る損害賠償、市道の管理瑕疵に係る損害賠償、市税条例及びアメリカ合衆国軍隊
の構成員等が所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例に関する条例の一部改正、国民健康保険税条例の一部改
正）

≪賛成全員または賛成なしの議案等≫

詳しくは
こちら

区分 番号 件　　　名 採決の
結果

市民創和会 市政会 ともにつくる
秦野 公明党 はだの

清流クラブ
無所
属

八
尋
伸
二

横
溝
泰
世

阿
蘇
佳
一

大
野
祐
司

福
森
真
司

小
山
田
良
弘

大
塚
　
毅

小
菅
基
司

風
間
正
子

川
口
　
薫

中
村
知
也

古
木
勝
久

原
　
　

聡

桑
原
昌
之

田
中
め
ぐ
み

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

間
地
　
薫

今
井
　
実

高
橋
文
雄

相
原
　
學

吉
村
慶
一

石
川
　
潤

市
長
提
出
議
案

第30号 はだのスポーツビレッジ条例を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ●

第33号 工事請負契約の変更について（矢坪沢水路整備工事・第３工区） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

第35号 指定管理者の指定について（はだのスポーツビレッジ） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

第36号 令和８年度秦野市一般会計補正予算（第１号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

修
正

動
議 第36号 令和８年度秦野市一般会計補正予算（第１号）に対する修正動議 否決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 退 ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

陳
情

令８陳情�
第４号

子どもたちに豊かな学びを保障するために、教職員定数改善と教育予
算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

委
員
会

提
出
議
案

第２号 教職員定数改善と教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・
拡充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

≪賛否が分かれた議案等（※議長は採決には加わりません。）≫ ○：賛成　●：反対　退：退席

６月定例月会議の議決結果

はだの議会だより 令和 8 年（2026 年）8 月 9 日（日）  第 261 号〘8〙

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/gikai/teireikai-rinjikai/2/16_1/13553.html
https://www.instagram.com/ja_hadano/
https://www.instagram.com/sunsgelato/

